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アライグマ 

 
 

○尾は長く（20～41cm 程度）、リング状の縞模様 
○眉間に黒い筋、目の周りのマスク模様は大きい 
○足跡は 5本の指がはっきりわかれ、人の手に似る 
○踵まで地面に付けて歩く 
○全体的に白っぽい 
足は白い部分が多い 

○ヒゲは白く目立つ 
○耳は大きく白い縁取り 

 
タヌキ （沖縄県を除くほぼ全国に分布） 

○尾は短く（20cm 以下）、縞模様は無い 
○つま先だけ地面に付けて歩き、花模様に似た足跡 
○全体的に茶色っぽい 
足はほぼ全体が黒い 

○ヒゲは黒く目立たない 
○耳は丸い 
 

アナグマ 

 

（北海道、沖縄県を除くほぼ全国に分布） 
○目の周りのマスク模様は鼻から耳に向けて細長く、 
鼻筋は白っぽい 

○ずんぐりとした丸っこい体形で、足は短い 
○顔は鼻づらにかけて細長い 
○顔から上半身にかけ白っぽい。足は黒い部分が多い。 
○尾は覆われ短くて太く、長い毛に 
覆われ、縞模様は無い 

○耳は小さく、目立たない 
 

ハクビシン 

 

（一部の府県を除く本州、四国に分布） 
○顔の中央に白い線がある 
○尾は長く、縞模様は無い 
○足は短く、体全体が細長い 
○アライグマに比べ体は小さい 
○足は黒っぽい部分が多い 
○顔の大きさに比べて耳は大きい 

足跡の図は、農林水産省生産局発行「野生鳥獣被害防止マニュアル－特定外来生物編－」より引

用。


